
　

町
教
育
委
員
会
で
は
毎
年
、
事

務
の
管
理
や
執
行
の
状
況
に
つ
い
て

点
検
と
評
価
を
行
い
、
そ
の
結
果
を

広
く
公
表
し
て
い
ま
す
。

　

評
価
方
法
は
、
教
育
長
と
４
名

の
教
育
委
員
が
委
員
会
内
の
業
務

が
適
正
に
執
行
さ
れ
て
い
る
か
、
左

の
３
点
を
基
本
的
な
考
え
方
と
し
て

５
段
階
で
自
己
評
価
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
自
己
評
価
の
客
観
性
を

確
保
す
る
た
め
、
有
識
者
か
ら
意

見
や
助
言
を
受
け
ま
し
た
。

　

評
価
の
結
果
、
29
項
目
の
平
均

値
は
３
・
８
で
、
最
も
高
か
っ
た
の
は

「
学
校
・
家
庭
・
地
域
と
の
連
携

と
協
働
活
動
を
推
進
し
て
い
る
か
」

で
４
・
８
で
し
た
。
最
も
低
か
っ
た

の
は
「
ス
ポ
ー
ツ
の
指
導
者
育
成
に

努
め
て
い
る
か
」
で
３
・
０
で
し
た
。

　

そ
の
他
「
ふ
る
さ
と
キ
ャ
リ
ア
教
育

（
み
さ
と
学
）
の
充
実
」
に
つ
い
て
は
、

昨
年
度
の
４
・
０
か
ら
０
・
６
ポ
イ
ン

ト
上
が
り
、
地
域
と
と
も
に
あ
る
学

校
と
し
て
、
地
域
と
の
連
携
を
深
め

学
習
活
動
及
び
成
果
を
上
げ
て
い
る

と
の
評
価
を
得
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ

の
推
進
」
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍

に
お
い
て
諸
活
動
が
制
限
さ
れ
る

中
、
創
意
工
夫
し
実
施
さ
れ
た
事

業
も
多
く
あ
り
、
活
動
が
さ
れ
て
い

た
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
評
価
を
も
と
に
、
教
育

委
員
会
の
事
務
の
改
善
や
活
動
に
活

か
し
、
今
後
も
教
育
の
振
興
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

評価のための基本的な考え方
① �『自然・歴史・文化などを活かした「にぎわい」づくり～子どもたちの

未来へ伝統と安心をつなげて～』を町の将来像とし「ふるさとを愛する
まちづくり」、「文化や歴史を守るまちづくり」、「交流するまちづくり」を
基本的な考え方として、実態に合ったものとする。

② 委員会事務の改善と説明責任を果たすことを目的とする。

③ �５段階絶対評価とし、シンプルで誰にでもわかりやすいものとする。

 教育委員会の通信簿
令和４年度町教育委員会
事務の管理、執行状況の
点検と評価

令和４年度町教育委員会の事務の管理、執行状況の点検と評価

項　目 観　点 評価の
平均値

ふるさと
キャリア

教育の充実

ふるさとに誇りを持ち、将来の生き方の基盤となるよ
う地域の自然や歴史、人物、文化、伝統産業、特色あ
る産業などの学習を積極的に進めているか。

4.6

学校教育
の充実

「生きる力」を育む適切な教育課程の実施・評価・改
善を推進しているか。 4.2

「確かな学力」を育む指導・評価を推進しているか。 4.0
生徒指導の充実を推進しているか。 4.0

体育・スポーツ及び健康・安全に関する基礎基本とな
る資質能力の育成を推進しているか。 3.8

外国語教育の推進に努めているか。 4.0
学校・家庭・地域との連携と協働活動を推進しているか。 4.8
健康安全指導の充実に努めているか。 4.0
安全・安心な給食の提供に努めているか。 4.0

生涯学習
スポーツ
の推進

公民館活動の支援は充実しているか。 3.4
図書館事業は充実しているか。 4.2
各種講座は充実しているか。 3.4
スポーツ施設の設備充実に努めているか。 3.8
スポーツ推進委員の連携・協働の強化を図っているか。 3.2
スポーツ愛好者の底辺拡大に努めているか。 3.2
スポーツの指導者育成に努めているか。 3.0
青少年の健全育成に努めているか。 4.0

文化・芸術
の振興

文化・芸術に触れる機会の推進に努めているか。 3.6
文化・芸術活動への支援及び助成に努めているか。 4.0
『本物』に触れる機会の提供に努めているか。 3.2

地域・伝統
の継承

伝統芸能・技能の保護に努めているか。 3.4
文化財の保護と保存の推進に努めているか。 3.8

教育委員会
及び事務局

教育委員会の会議の運営改善に努めているか。 4.2
企画、指導、管理は適切か。 4.4
人事や組織の改善に努めているか。 3.6
学校等の施設の充実に努めているか。 4.0

国際交流
の推進

国際交流の為の語学力強化の推進に努めているか。 3.6
異文化理解の推進に努めているか。 3.8
姉妹都市との派遣交流の推進に努めているか。 3.6

総平均値（上記 29 項目の評定の平均値） 3.83.8

※�「評定の平均値」は各教育委員が上記 29 項目について５段階絶対評価
（５:極めて満足  ４:満足  ３:普通  ２:不満  １:極めて不満）で、評定したものの平均値です。

問町教育委員会教育総務課 ☎ 055-272-6093
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行
財
政
改
革
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、「
現
在
の
町
の
財
政
状

　

行
財
政
改
革
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、「
現
在
の
町
の
財
政
状

況
を
皆
さ
ま
に
分
か
り
や
す
く
お
伝
え
し
、
現
状
を
共
有
い
た
だ

況
を
皆
さ
ま
に
分
か
り
や
す
く
お
伝
え
し
、
現
状
を
共
有
い
た
だ

く
こ
と
」
が
最
も
重
要
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

く
こ
と
」
が
最
も
重
要
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
財
政
状
況
を
少
し
で
も
身
近
に
感
じ
て
い
た

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
財
政
状
況
を
少
し
で
も
身
近
に
感
じ
て
い
た

だ
く
た
め
、令
和
４
年
度
一
般
会
計
決
算
を
家
計
に
例
え
ま
し
た
。

だ
く
た
め
、令
和
４
年
度
一
般
会
計
決
算
を
家
計
に
例
え
ま
し
た
。

一般会計決算９５億６，３８５万１千円を年収４２０万円（1カ月あたり

３５万円）の家計に例えました。
※令和３年1世帯あたりの年所得４２３万円（中央値）を参考に計算
参考：厚生労働省「令和４年国民生活基礎調査」

　本町の財政状況を家計に例えると、食費や光熱費、借金の返済など、
必要経費のみで約５０％の支出がある一方で、自分で稼げる給料や不動
産収入などだけではそれらを賄えず、７０％以上を親からの仕送りに依
存している状況となっています。
　安定的に自立した生活を送るためには、給料の増加など収入面での
改善に加え、身の丈に合った支出となるよう収支のバランスを見直す必
要があります。

食費
（人件費）

６万３千円
（１７．９％）

家族の医療費
（扶助費）

４万６千円
（１３．１％）

借金の返済
（公債費）

４万９千円
（１４．０％）

光熱費、日用品の
購入（物件費）

５万１千円
（１４．７％）

自治会費など
（補助費、一組負担金）

６万１千円
（１７．３％）

家の修理代
（維持補修費）

２千円
（０．７％）

独立した家族への
仕送り（他会計繰出金）

５万７千円
（１６．３％）

家の増改築費
（普通建設事業費など）

１万８千円
（５．１％）

預金
（積立金など）

３千円
（０．９％）

給料
（町民税、固定資産税など）

６万１千円
（１７．４％）

不動産収入
（使用料、手数料など）

６千円
（１．６％）

親からの仕送り
（地方交付税など）

２５万円
（７１．３％）

新たな借金
（町債）

１万３千円
（３．８％）

前月からの持ち
越し（繰越金など）

１万６千円
（４．６％）

預金の取り崩し
（基金取り崩し）

４千円
（１．３％）

預金残高
（財政調整基金など） ４７万２千円

借金残高
（町債残高など） ５０８万５千円

市
川
三
郷
町
の
家
計
簿

～
財
政
を
家
計
に
例
え
る
と
～

問
町
財
政
課
財
政
係
☎
０
５
５
（
２
７
２
）
６
０
９
１

町
長
コ
ラ
ム

市川三郷町の家計の状況

収入合計　３５万円

●通帳の状況（令和４年度末時点）

支出合計　３５万円

町
の
財
政
状
況
や
財
政
非
常

事
態
宣
言
、
行
財
政
改
革
の

内
容
は
、
広
報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
で
随
時
お
知
ら
せ
し

て
い
き
ま
す
。

町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
▼

安定的に自立した生活を送るためには安定的に自立した生活を送るためには
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＼秋の子どもまんなか月間／＼秋の子どもまんなか月間／

で一緒に考えようで一緒に考えよう

共同宣言を実施 ― 地域でつくる子育てイベント ―
　町子育て支援課は、
子育て支援の更なる充
実や応援 体制に向け、

「子ども・子育て応援宣
言」を町生涯学習セン
ターで行いました。
　 企 業 や 団 体 など 約
５０人 が 参 加 する中、
オープニングでは、市
川地区の園児による和

太鼓演奏が行われ会場を盛り上げました。
　続いて、株式会社 マルエスフリージングジャンク
ション総務人事部長佐野美穂子様と遠藤浩町長に
よる共同宣言（写真左上）および参加者全員によ
るフォトセッションが行わ
れた後、株式会社シンコー
メタリコン代表取締役社長
立石豊氏による記念講演

「人を大切にする経営」が
行われ、様々な社員のモ
チベーションアップ方法に
ついて、ユーモアも交え
お話いただきました。

　子育て・子育ち支援ネットワーク連
絡会は、町生涯学習センター体育館お
よび駐車場で「子育て支援フェスティ
バル」を開催し、たくさんの親子連れ
で賑わいました。
　会場では、町内の子育て支援に携わ
る組織やボランティア団体によるお楽
しみコーナーとして、記念手形コーナー
や細かくした新聞紙を敷き詰めた新聞
プール（写真右）などがありました。
　恒例となった「はいはいよちよちコンテスト」
には、３０人ほどの乳幼児が出場し、会場にはた
くさんの笑顔があふれていました。（写真左下）
　このイベントは、町内の中学生をはじめ多くの
ボランティアの方々の協力により開催されていま
す。（写真右下）

　町では、こども家庭庁「秋の子どもまんなか月間」に合わせ、子どもや　町では、こども家庭庁「秋の子どもまんなか月間」に合わせ、子どもや
子育て世帯を社会全体で支える機運をさらに醸成すべく、子育て環境充実子育て世帯を社会全体で支える機運をさらに醸成すべく、子育て環境充実
のための取り組みを実施しました。のための取り組みを実施しました。

地域の子育て地域の子育てのことのこと

子ども・子育て応援宣言 子育て支援フェスティバル１０１０
２５２５

育児の悩み、

相談したいことは
町子育て支援課町子育て支援課
子育て支援・保育係、母子保健係子育て支援・保育係、母子保健係

TEL 0556-42-8218TEL 0556-42-8218

▶▶
子
育
て
支
援
課

子
育
て
支
援
課

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジFAX 0556-32-2887FAX 0556-32-2887子育て支援課子育て支援課にご相談下さい！にご相談下さい！

町内の賛同企業などに
掲示中のポスタ－▶

１１１１
１２１２

みんな
１１/１

～３０

■
山
梨
県
知
事
賞

■
山
梨
県
知
事
賞

■
山
梨
県
教
育
長
賞

■
山
梨
県
教
育
長
賞

■
山
梨
県
議
会
議
長
賞

■
山
梨
県
議
会
議
長
賞

■■
中
国
西
安
碑
林
博
物
館
長
賞

中
国
西
安
碑
林
博
物
館
長
賞

■
市
川
三
郷
町
議
会
議
長
賞

■
市
川
三
郷
町
議
会
議
長
賞

■■
市
川
三
郷
町
教
育
長
賞

市
川
三
郷
町
教
育
長
賞

■
山
梨
日
日
新
聞
社
賞

■
山
梨
日
日
新
聞
社
賞

■
山
梨
放
送
賞

■
山
梨
放
送
賞

■■
大
東
文
化
大
学
書
道
研
究
所
長
賞

大
東
文
化
大
学
書
道
研
究
所
長
賞

河野  龍平河野  龍平
（山梨南中１年）（山梨南中１年）

佐野  さち佐野  さち
（栄小５年）（栄小５年）

第第 2929 回回
大門碑林大門碑林
全国書道展全国書道展
入選入選作品作品

（敬称略）（敬称略）

　　

今
年
で

今
年
で
2929
回回
目
の
開
催
と
な
っ
た

目
の
開
催
と
な
っ
た

大
門
碑
林
全
国
書
道
展
の

大
門
碑
林
全
国
書
道
展
の
入
賞
作
品

入
賞
作
品

が
出
揃
い
ま
し
た

が
出
揃
い
ま
し
た
。
全
国
か
ら

。
全
国
か
ら
２
，
２
，

９
０
６
点

９
０
６
点
の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
、
第

の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
、
第
１１

部部（
幼
児

（
幼
児
～～
中
学
生

中
学
生
））で
は
で
は
石
倉
あ
お

石
倉
あ
お

いい
さ
ん
さ
ん
、
第
、
第
２２
部部（
高
校
生
以
上

（
高
校
生
以
上
））でで

はは
窪
田
智
春

窪
田
智
春
さ
ん
が
、
み
ご
と
大
賞

さ
ん
が
、
み
ご
と
大
賞

の
栄
誉
に
輝
き
ま
し
た
。
大
会
大
賞

の
栄
誉
に
輝
き
ま
し
た
。
大
会
大
賞

の
作
品
は
大
門
碑
林
公
園
内
に
刻
碑

の
作
品
は
大
門
碑
林
公
園
内
に
刻
碑

さ
れ
、
永
久

さ
れ
、
永
久
保
存
保
存
さ
れ
ま
す
。

さ
れ
ま
す
。
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教
育
長
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■
山
梨
日
日
新
聞
社
賞

■
山
梨
日
日
新
聞
社
賞

■
山
梨
放
送
賞

■
山
梨
放
送
賞

■■
大
東
文
化
大
学
書
道
研
究
所
長
賞

大
東
文
化
大
学
書
道
研
究
所
長
賞

村松  芽依村松  芽依
（舞鶴小６年）（舞鶴小６年）

川上  晴賀川上  晴賀
（須玉中２年）（須玉中２年）

鈴木  登子鈴木  登子
（小淵沢小４年）（小淵沢小４年）

武井  ゆう花武井  ゆう花
（田富北小３年）（田富北小３年）

田中  衣織田中  衣織
（玉穂南小２年）（玉穂南小２年）

たけい  りょうたけい  りょう
（田富北小１年）（田富北小１年）

渡邉  実央渡邉  実央
（（市川富士見保育所市川富士見保育所））

依田  かれん依田  かれん
（市川三郷町）（市川三郷町）

阿部  麻里美阿部  麻里美
（甲府市）（甲府市）

三浦  俊峰三浦  俊峰
（（富士河口湖町富士河口湖町））

今村  きくゑ今村  きくゑ
（甲府市）（甲府市）

小林  青葉小林  青葉
（駿台甲府高校）（駿台甲府高校）

天野  五十鈴天野  五十鈴
（山梨市）（山梨市）

北原  優衣北原  優衣
（山梨学院大学）（山梨学院大学）

山崎  恵美子山崎  恵美子
（甲州市）（甲州市）

長坂  夏草長坂  夏草
（甲斐市）（甲斐市）

問問  町教育委員会生涯学習課 ☎ 055-272-6094町教育委員会生涯学習課 ☎ 055-272-6094

�

▼
書
道
展
の
結
果
は
こ
ち

ら
か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

■■
大
会
大
賞

大
会
大
賞窪田  智春窪田  智春（（昭和町昭和町）） 石倉  あおい石倉  あおい（（山梨学院中学校３年山梨学院中学校３年））

（
第
１
部
）

（
第
２
部
）
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冬
は
凍
結
な
ど
に
よ
り
宅

内
で
の
漏
水
が
発
生
し
や
す

い
季
節
で
す
。

　

宅
内
で
の
漏
水
が
発
生
し

た
ら
水
道
工
事
指
定
店
に
ご

連
絡
下
さ
い
。

　

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
を
含

む
宅
内
の
水
道
管
は
使
用
者

の
管
理
で
、
漏
水
修
理
費
用

も
、
個
人
負
担
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
検
針
に
支
障
の
な
い

よ
う
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
は

き
れ
い
に
し
て
お
い
て
下
さ

い
。

※
宅
内
水
道
管
と
は
、
第
１

止
水
栓
が
あ
る
場
合
に
は
、

第
１
止
水
栓
の
後
ろ
か
ら
、

な
い
場
合
に
は
第
2
止
水
栓

を
含
め
た
水
道
メ
ー
タ
ー

ボ
ッ
ク
ス
か
ら
宅
地
内
に
敷

設
さ
れ
た
水
道
管
で
す
。

問
町
生
活
環
境
課
上
水
道

係
・
簡
易
水
道
係
☎
０
５
５

（
２
７
２
）
６
０
９
２

道路 水道メーター
ボックス

水道メーター第２止水栓

給水管

配水管 第１止水栓

宅内水道管
第１止水栓がある場合
宅内水道管

第１止水栓がない場合水道管のイメージ

凍結と漏水にご注意を！凍結と漏水にご注意を！

交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、

交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、

正
し
い
交
通
マ
ナ
ー
の

正
し
い
交
通
マ
ナ
ー
の

実
践
を
習
慣
づ
け
、

実
践
を
習
慣
づ
け
、

交
通
事
故
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

交
通
事
故
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

　

年
末
は
、
交
通
量
の
増
加
に
伴
う
道

路
の
渋
滞
や
心
理
的
な
慌
た
だ
し
さ
、

飲
酒
の
機
会
が
増
え
る
な
ど
、
様
々
な

要
因
が
重
な
り
合
っ
て
交
通
事
故
が
発

生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

県
で
は
、
12
月
１
日
㈮
～
31
日
㈰
ま

で
の
31
日
間
を
「
年
末
の
交
通
事
故
防

止
県
民
運
動
」
と
し
て
、
県
民
一
人
ひ
と

り
に
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
と
正
し
い
交

通
マ
ナ
ー
の
実
践
を
促
し
、
交
通
事
故

の
防
止
を
図
り
ま
す
。

　

交
通
事
故
の
状
況
は
、
事
故
発
生
件

数
、
負
傷
者
数
は
前
年
よ
り
減
少
傾
向

に
あ
り
ま
す
が
、
死
者
数
は
増
加
し
て

い
ま
す
。（
８
月
31
日
現
在
）

　

ま
た
５
月
か
ら
８
月
の
間
に
検
挙
さ

れ
た
飲
酒
運
転
に
よ
る
交
通
死
亡
事
故

は
１
件
（
前
年
比
１
件
増
）、
負
傷
事
故

件
数
は
16
件
（
前
年
比
６
件
増
）、
飲
酒

運
転
違
反
１
０
２
件
（
前
年
比
２３
件
増
）

と
増
加
傾
向
に
あ
り
、
憂
慮
す
べ
き
状

況
に
あ
り
ま
す
。

「
飲
酒
運
転
し
な
い
・
さ
せ
な
い
山
梨
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
の
実
施
に
つ
い
て

　
令
和
５
年
1２
月
１
日
㈮
～
令
和
６
年
１

月
３１
日
㈬
ま
で
の
２
カ
月
間
に
お
い
て
、

後
を
絶
た
な
い
飲
酒
運
転
を
根
絶
す
る
た

め
、
酒
類
提
供
業
者
協
力
の
も
と
、「
飲

酒
運
転
し
な
い
・
さ
せ
な
い
山
梨
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

交
通
事
故
防
止
に

交
通
事
故
防
止
に

努
め
ま
し
ょ
う

努
め
ま
し
ょ
う
！！！！

問
町
防
災
課
☎
０
５
５（
２
７
２
）１
１
７
５

山
梨
県
飲
酒
運
転
根
絶
運
動

山
梨
県
飲
酒
運
転
根
絶
運
動

✓
飲
酒
運
転
の
根
絶

　「
飲
酒
運
転
四
な
い
運
動
」
の
徹
底

① 

運
転
す
る
な
ら
酒
を
飲
ま
な
い

② 

運
転
す
る
人
に
は
酒
を
飲
ま
せ
な
い

③ 

酒
を
飲
ん
だ
ら
運
転
し
な
い

④ 

酒
飲
み
運
転
を
許
さ
な
い

　�「
飲
酒
運
転
し
な
い
・
さ
せ
な
い
山
梨

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の
実
施

① �「
飲
酒
運
転
さ
せ
な
い
宣
言
の
店
」
で
の
ポ

ス
タ
ー
な
ど
啓
発
物
品
の
掲
出

② �

従
業
員
の
接
客
時
に
お
い
て
、
運
転
手
を
事

前
確
認
す
る
（
ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
）

③ �「
運
転
手
に
酒
を
提
供
し
な
い
」
た
め
の
声

か
け
の
励
行

✓�
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
・
ハ
イ
ビ
ー
ム

活
用
の
徹
底
と
反
射
材
使
用
の
推
進

①�

12
月
は
午
後
４
時
に
自
動
車
の
ヘ
ッ
ド
ラ
イ

ト
を
点
灯

②�

道
路
環
境
・
対
向
車
に
配
慮
し
、
こ
ま
め
な

切
り
替
え
に
よ
る
ハ
イ
ビ
ー
ム
の
活
用

③�

悪
天
候
時
や
ト
ン
ネ
ル
内
で
は
ヘ
ッ
ド
ラ
イ

ト
を
点
灯

④�

歩
行
者
・
自
転
車
利
用
者
の
反
射
材
用
品
等

の
活
用
と
明
る
い
色
の
服
装
を
着
用

事
故
防
止

事
故
防
止
のの
重
点
目
標

重
点
目
標

　山梨県では、次の方を対象に自動車燃料費の助成
を行っています。令和５年１月から１２月使用の自動
車燃料費が対象です。

【対象者】自動車税または軽自動車税（二輪車を除く）
の減免を受けている方、または年度途中において減免
の条件に該当し、翌年度から軽自動車税の減免を受け
ることができる方で▷身体障害者手帳１級または２級
の方▷療育手帳Ａ判定の方▷戦傷病者手帳特別項症第
１項症または第２項症に該当する方▷当該心身障害者
と生計を一にしている方※山梨ナンバー以外は対象外

【申請用紙】峡南保健福祉事務所（ホームページからダ

ウンロード可）・町役場福祉課・三珠支所・六郷庁舎（い
きいき健康課・子育て支援課）にあります。

【申請方法】領収書（請求者の氏名・販売店の印があるもの）
または、支払い証明書を添付し、持参及び郵送

【受付期間】１２月１５日金～令和６年２月９日金
※事前予約をして下さい。
　午前９時～午後５時（正午から１時間は不可）

※郵送の場合２月９日金消印有効　※役場受付不可
【提出先・問い合わせ】峡南保健福祉事務所 福祉課
（〒４００- ０６０１南巨摩郡富士川町鰍沢７７１-２南巨摩
合同庁舎１階）☎０５５６-２２- ８１４５ FAX0556-22-8147

障害者の方へ自動車燃料費を助成します障害者の方へ自動車燃料費を助成します

受賞受賞おめでとうございますおめでとうございます

日頃日頃からのからの健康健康づくりにつとめるづくりにつとめる

　「いちかわみさと健康と福祉のつどい表彰式」が、１１月１２日（日）に、町生涯学習センター
において開催されました。
　「虫歯のない５歳児」、「９０歳以上で自他共に認める健康づくり実践者」、「８８歳以上で共に
健康な夫婦」、８０歳以上で自分の歯が２０本以上ある「８０２０表彰」を行いました。
　日ごろより健康づくりに努められている表彰者の皆さんを紹介します。

青
あ お や ぎ

栁 　 心
こころ

 さん　赤
あ か い け

池　啓
ひ ろ き

希 さん

秋
あ き や ま

山　結
ゆ あ

愛 さん　芦
あしざわ

澤　希
ね ね

音 さん

阿
あ べ

部かのん さん　雨
あ め の み や

ノ宮　司
つかさ

 さん

雨
あ め み や

宮　宮
き ゅ う

雨 さん　池
い け だ

田　涼
り ょ う ま

馬 さん

一
い ち の せ

瀬 　 佳
よ し き

樹 さん　一
い ち の せ

ノ瀬莉
り こ

心 さん

遠
え ん ど う

藤　壮
そ う ま

真 さん　遠
え ん ど う

藤　大
や ま と

和 さん

大
お お え

江　紅
く れ は

葉 さん　大
お お の

野　玲
れ い な

奈 さん

小
お が わ

川晴
せ い い ち ろ う

一朗 さん　長
お さ だ

田　咲
は な

花 さん

折
お り い

居　美
み あ

愛 さん　折
お り い

井　充
み つ き

姫 さん

加
か が み

賀美琴
こ と ね

音 さん　加
か が み

賀美鈴
す ず ね

音 さん

笠
か さ い

井心
こ こ み

々美 さん　笠
か さ い

井　美
み う

羽 さん

川
か わ さ き

崎 　 華
は な

 さん　川
か わ た

田　莉
り あ

愛 さん

河
か わ に し

西　奏
そ う す け

典 さん　岸
き し も と

本　透
と お り

吏 さん

岸
き し も と

本　瑞
み ず き

希 さん　窪
く ぼ た

田 　 杏
あ ん

 さん

久
く ぼ た

保田智
と も ひ ろ

博 さん　斉
さ い と う

藤　結
ゆ め

芽 さん

佐
さ さ き

木々なの葉
は

 さん　眞
し ん ぽ

保結
ゆ い ち ろ う

一郎 さん

鈴
す ず き

木 　 紬
つむぎ

 さん　相
そ う ま

馬　貫
か ん じ

二 さん

丹
た ん ざ わ

沢　春
は る な

奈 さん　丹
た ん ざ わ

澤　友
ゆ か

佳 さん

丹
た ん ざ わ

澤 　 蓮
れ ん

 さん　内
な い と う

藤　和
か ず き

樹 さん

新
に い み

居見希
き ほ

峯 さん　根
ね づ

津寛
か ん じ ろ う

二朗 さん

橋
は し づ め

爪　新
に い な

苗 さん　畑
は た か わ

川　泰
た い き

輝 さん

幡
は た の

野　由
ゆ ら

良 さん　樋
ひ ぐ ち

口　愛
い と は

華 さん

樋
ひ ぐ ち

口　湊
そ う た

太 さん　平
ひ ら い で

出　賢
け ん せ い

正 さん

深
ふ か さ わ

澤　樹
た つ き

生 さん　古
ふ る や

屋　一
い ち か

凜 さん

古
ふ る や

屋まつり さん　松
ま つ う ら

浦　壮
そ う す け

祐 さん

松
ま つ し た

下　夢
ゆ な

奈 さん　三
み か み

神 　 蓮
れ ん

 さん

山
や ま し た

下　誠
ま さ ひ と

仁 さん　山
や ま も と

本　愛
あ い ね

希 さん

依
よ だ

田　獅
し り ゅ う

琉 さん　依
よ だ

田　知
と も き

己 さん

渡
わ た な べ

邉　実
み お

央 さん　　　　 　　　　　

水
み ず か み

上　友
と も み つ

光 さん（大　　塚）　　土
ど ば し

橋伊
い つ み

津美 さん（大　　塚）

有
ありいずみ

泉　國
く に お

男 さん（市川大門） 　 一
い ち の せ

瀬　福
ふ く え い

榮 さん（市川大門）

北
ほ う じ ょ う

條 茂
しげる

 さん

８０２０８０２０表彰者表彰者

有
ありいずみ

泉はる江
え

 さん（上　　野）　小
こ ば や し

林　存
ま さ こ

子 さん（上　　野）

村
む ら ま つ

松　二
ふ た え

江 さん（市川大門）　村
む ら ま つ

松　武
た け ひ と

人 さん（黒　　沢）

虫歯のない５歳児虫歯のない５歳児

日々の生活で健康づくりに励みましょう！日々の生活で健康づくりに励みましょう！

９０９０歳以上自他共に認める健康づくり実践者歳以上自他共に認める健康づくり実践者

健
康
健
康
とと
福
祉
福
祉
表
彰
表
彰
者者

問問  町いきいき健康課 ☎ 0556-32-2114町いきいき健康課 ☎ 0556-32-2114

8888 歳以上でともに健康な夫婦歳以上でともに健康な夫婦

薬
み な い

袋　泰
や す み つ

光 さん　 十
と よ こ

代子 さん 夫婦　（大　　塚）

塩
し お じ ま

島 　 悟
さとし

 さん    と志
し こ

子 さん 夫婦　（大　　塚）

渡
わ た い

井昭
し ょ う の す け

之助 　 　　一
ひ ふ み

二三 さん 夫婦　（市川大門）

伊
い と う

藤　恒
つ ね お

雄 さん 　重
し げ

   子
こ

 さん 夫婦　（山　　保）

長
お さ だ

田　公
き み よ し

榮 さん 　敏
と し

   子
こ

 さん 夫婦　（山　　保）

早
は や か わ

川　文
ぶ ん じ

二 さん 　弘
ひ ろ

   子
こ

 さん 夫婦　（黒　　沢）

田
た な か

中 　 俊
しゅん

 さん 　はつ枝
え

 さん 夫婦　（岩　　間）

さん

（市川大門)
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